
モデルごとの違い/
競合製品との比較

当面はESP32-DevKit Cで行けそう

第2章

宮田 賢一

ESP32とは

　ESP32という名称は，使われる場面によって指して
いるものが異なっていることが多々ありますので，最

初に整理しておきます．次の3つの意味で使われます．
① SoC（System on a Chip）
② SoCを組み込んだモジュール
③ モジュールを搭載した開発ボード
　これらの関係を図1にまとめます．
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：外付けSRAM（疑似SRAM）はESP32-WROVER-Bのみ

※1
※2

開発環境

  AHB※1

ブ
リ
ッ
ジ

CPUコア
APP
CPU

CPUコア
PRO
CPU

暗号処理
アクセラレータ
SHA，RSA
AES,乱数

I2C

I2S

PWM

IR

CAN

DAC

SDMMC

温度センサ

磁気センサ

Wi-Fi

UART

SDIO

SPI

A-Dコンバータ

タッチ・
センサ

イーサネット

Bluetooth 外部
フラッシュ
4Mバイト

オシレータ
40MHz

外付け
SRAM
8Mバイト※2

スイッチ
（リセット）

スイッチ
モード
切り替え

図1　定番マイコンESP32とは
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